
第３７回地域産学官と技術士との合同セミナー（高知） 

 

 

１ セミナーの概要 

２０１７年１０月６日（土）に、高知県高知市

の高知会館にて、「第３７回地域産学官と技術士と

の合同セミナー」を開催した。我が国は、現在、

人口減少・高齢社会がもたらす「労働力不足」が

深刻な状況にある。一方では、ICTいわゆる情報

処理や通信技術が急速に進展している。こうした

背景のなか、建設分野では、作業効率性を高める

取り組みとして、i－Construction に大きな期待

が寄せられている。 

表 1 プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、本セミナーでは、『生産性の向上に向け

て』をテーマに掲げ、“産学官”の各方面の専門家

より情報堤供して頂き、生産性の向上に向けて、

技術士がどのような貢献ができるのか、その果た

すべき役割について考えるきっかけとすることを

目的に開催した 

 参加人数は９３名、うち一般参加者は１７名で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 セミナー会場の様子 

２ 基調講演 原 忠氏 

『産学官の連携による新た 

な防災工学の実践』」と題した 

基調講演を行い、パネルディ 

スカッションへの話題提供と 

した。 

講演の内容は、まず、平成

２９年７月の九州北部豪雨な

ど近年頻発する自然災害の特徴や復旧作業を妨げ

る要因などについて触れ、自然災害等のリスクイ

メージを示した。 

続いて、南海トラフ地震の発生周期や被害予測

などについて触れ、“予知”できない大規模地震に

対しては、「やるべきことに優先順位をつけてやる」

ことの重要性について述べた。特に、高知県では、

想定死者数の約８割が津波によることが予測され、

津波対策が急務であることを述べた。 

更に、東日本大震災の堤防被災の教訓を踏まえ
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の着眼点を述べ、産学官連携で開発された「二重

矢板圧入工法による耐震、耐津波対策」や「丸太

打設による液状化対策」などについて、その有効

性を述べた。 

最後に、高知県における、産学官連携の「地域

防災力向上を目指した取り組み（人材育成）」につ

いて触れ、パネルディスカッションへと話題を繋

げた。 

３ パネルディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 パネルディスカッションの様子 

 パネルディスカッションでは、『技術士の資質

と生産性の向上に向けて』をテーマとして、以下

のことに絞って議論が行われた。 

１）「生産性の向上に関する現状・課題」 

 ①人材育成、技術開発、仕組み 

 ②産学官との連携と効率 

 ③発注者、受注者の思い 

２）「生産性の向上に向けて」 

 ①情報技術、通信技術の必要性 

 ②働き方改革の推進と ICTの導入 

 ③四国地域を対象とした ICT導入と期待 

 ④今後あるべき技術者像（生産要素）と貢献 

「産」の立場から、福留開発の大場常務取締役

が、「ICT の導入により、時間の効率化、人件費

の削減、女性の活躍の場が増えたが、機械に頼り

っぱなしで技術者としての感が育っていないとい

うデメリットがある」、㈱技研製作所の安岡執行役

員からは、「現場の効率化を図るため機械化を進め

ており、圧入引抜機のサイレントパイラーもリモ

コン、自走、自動運転化へと進んでいる」との報

告があった。 

「学」の立場から、高知高専の秦准教授が、「産

学官の連携のもと、ファインバブルシステムを開

発し、現在、農産物であるショウガ洗浄において

４０％節水ができ、洗浄に使用している地下水の

利用を減らすことができた。水中の溶存酸素を向

上することができ、魚の養殖に活用できている」

と報告があった。 

「官」の立場から 

高知県の竹崎所長が、 

「発注者の思いとし 

て、①決算書類が非 

常に多く、時間外の 

残業も非常に多い。 

②若手技術者の現場技術

力の向上が必要。③将来を担う土木事務者の若手

が少ない」と述べ、国交省の門田検査官が、「国交

省は恒常的に書類が多く、今後減らしていく努力

をしていく」と続いた。また、技術士会四国本部

の河野事業委員からは、「技術の伝承ができていな

く、技術者の直感や熟練工の感覚をどう伝えてい

くかが課題である」という意見があった。 

会場の参加者 

からも活発な質 

問があり、大変 

有意義なパネル 

ディスカッショ 

ンとなった。 

 

４ おわりに 

「生産性の向上」をテーマとして様々な議論が

行われたが、「技術革新、技術伝承、そして技術連

携」が生産性向上への必須アイテムであることを

実感した。幅広い技術分野の集団である技術士は、

産学官の連携を深め、様々なプロジェクトに継続

的に関与し、生産性向上に資することが、その果

たすべき役割であると感じた。 
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写真 4 議論の様子 

写真 5 質疑応答 


